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５．平成 27 年度の取り組み⼀覧 

 

  

専門部会 
（実施方針） № 実施項目 イメージ 

農産物等研究 

専門部会 

 

地元農産物の 

販売促進 

新規農産物や 

郷土農産物栽培 

の推進 

農 1 明治大学⿊川農場の⾒学会 

 

農 2 大学と農家の意⾒交換会 
（地域連携による農産物づくりの検討等） 

 

農産加工品の 

開発検討 

農 3 農産加⼯品に関する⼥性農業者との
意⾒交換 

 

農 4 
⿊川農場アグリサイエンスアカデミ
ー（市⺠講座）への地元農業者の講
師派遣 

 

農産物等の 

イベント活用や 

ＰＲの推進 

農 5 ⿊川野菜・果物等のＰＲ 
（農家による⿊川野菜の直売の実施） 

 

地域活性化検討 

専門部会 

 

農や⾥⼭を 

体感するイベン

トの実施・ＰＲ 

農と⾥⼭の 

認知促進 

地 1 サインの検討・試⾏ 
 

地 2 散策マップの検討・試⾏ 
 

― ⾥⼭景観づくりの検討・試⾏ 

 

― 環境整備の検討 
（散策路や遊べる⽔辺づくり） 

 

地３ ＨＰ等による取り組み紹介とイベン
トＰＲ 

 

  

農と⾥⼭の体感 地４ グリーンツーリズム 
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概要 実施箇所 実施体制 実施時期 備考

地元農業者を対象に、⿊川農場の⾒学会を実施し、
大学の教職員に施設や大学の取り組み、研究内容等
について紹介を⾏う 

明治大学 
⿊川農場 

主催：明治大学 
対象：地元農業者等 
事務局：川崎市農地課 

H28 年 
2 ⽉下旬〜
3 ⽉ 予定

  

大学と地元農業者の相互の取り組みに関する情報
交換を⾏い、今後の⿊川地域の野菜づくり等への連
携につなげる 

明治大学 
⿊川農場 

対象：地元農業者、明治大学 
事務局：川崎市農地課 

H28 年 
2 ⽉下旬〜
3 ⽉ 予定

  

地元の⼥性農業者等を対象に、農産加工品開発及び
販売に向け、意⾒交換会や講習会等を⾏う 未定 

主催：川崎市農地課 
対象：⼥性農業者 
協⼒：神奈川県農業技術センタ
ー横浜川崎地区事務所、セレサ
モス 

H28 年 
2 ⽉〜3 ⽉

予定 
  

⿊川農場アグリサイエンスアカデミーの農産加工
品の講座に、「ふるさとの⽣活技術指導⼠」の⿊川
地区の方に講師を依頼し、地域連携を図る 

明治大学 
⿊川農場 

主催：明治大学 
講師：ふるさとの⽣活技術指導
⼠（⿊川地区） 
対象：市⺠講座申込者 

Ｈ27 年 
12 ⽉ 19 日   

明治大学⿊川農場の収穫祭で、大学と地元農業者が
連携して野菜を販売し、⿊川産の農産物のＰＲを⾏
う 

明治大学 
⿊川農場 

主催：地元農業者、川崎市農地
課 
協⼒：明治大学 
対象：明治大学⿊川農場収穫祭
の来場者 

Ｈ27 年 
11 ⽉ 7 日
（収穫祭）

  

散策等の適切な誘導、地域の紹介、マナーアップな
ども含めたサインの検討・試⾏の取り組み 
今年度は⾥⼭アートと連携して、散策誘導を試⾏的
に実施 

⿊川地区 
（⿊川駅〜明
治大学⿊川農

場間） 

主催：和光大学 
制作：和光大学教員と学⽣ 
協⼒：地元農業者、⼩⽥急電鉄 
事務局：麻⽣区役所 

Ｈ27 年 
10 ⽉〜 
11 ⽉ 

  

地区内の散策マップや散策ルート等のあり方を検
討。今年度は⾥⼭アート制作と連携して、散策誘導
の試⾏と⾥⼭アート紹介を兼ねた暫定散策マップ
を配布。 

― 

主催：和光大学 
制作：和光大学教員と学⽣ 
協⼒：地元農業者、明治大学、
⼩⽥急電鉄、セレサモス 
事務局：麻⽣区役所 

Ｈ27 年 
10 ⽉〜 
11 ⽉ 

  

⿊川地区の景観向上や来訪者を楽しませるため、緑
地や農地に菜の花等季節の草花を植える「⾥⼭の景
観づくり」の検討 
（海道緑地に蒔かれたのらぼう菜等の景観資源の
活用の検討。） 

⿊川海道特別
緑地保全地区

主催：地元農業者（⿊川はるひ
野管理組合、⿊川緑地管理協議
会など）、川崎市みどりの協働
推進課 

―   

回遊性のある散策路のルートを整備する「散策路の
整備」、明治大学の⾃然散策路との連携、⾥⼭景観
の向上も兼ねた「子どもも遊べる水辺づくり」など
の検討 
今年度は、散策路の確保に向けた検討 

・⿊川地区の散
策路 

・明大農場前の
水路 

地域活性化検討専門部会で検
討 ―   

農と環境のまちづくりの取り組みを積極的にＰＲ
するため、コンテンツやＰＲ媒体の充実 
今年度は、ホームページの更新充実、収穫祭時での
紹介パネルの作成、各種取り組みでのアンケートを
実施 

― 担当：麻⽣区役所 通年   

農体験、⾃然体験、加工体験、食体験、散策等を通
じて地元の方々と交流促進 ⿊川地区       

【トマト＆ブルーベリー収穫体験の実施】 
市⺠の方に農産物の収穫体験と、とりたてを食べる
食農体験イベントを⼥性モニターを対象に実施 

明治大学 
⿊川農場、 
市の農地 

主催：麻生区役所 
協力：明治大学 
対象：20～40才代の市内在住
の女性 

Ｈ27 年 
8 ⽉ 1 日   
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専門部会 
（実施方針） № 実施項目 イメージ 

地域活性化検討
専門部会 

 
農や⾥⼭を体感
するイベントの

実施・ＰＲ 

農と⾥⼭の体感 

地４ グリーンツーリズム  

― 炭焼き体験・シンポジウム  
 

地域資源の発⾒ 
・創造 

地５ ＜地域農産物等の活⽤＞ 
菜の花プロジェクト  

地６ ＜⾥地⾥⼭の新たな魅⼒
づくり＞ 

 

 
 

⾥地⾥⼭保全利
活⽤専門部会 
 
⾥⼭の保全管理
や 
活用の推進 

⾥地⾥⼭の 
体験・利活用 ⾥ 1 ＜⾥⼭の利活⽤＞ 

竹あんどんづくり   

⾥地⾥⼭の 
保全管理 ⾥ 2 ＜⾥⼭の保全管理＞ 

⾥⼭保全活動体験  

その他 
（地域活性化検
討専門部会との
連携協⼒） 

⾥ 3 サイン設置や散策マップ
作成への協⼒ ― 

⾥ 4
地域資源を活⽤した⾥⼭
アート制作と展示への協
⼒ 

― 

明治大学⿊川農場  収穫祭 ― 
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概要 実施箇所 実施体制 実施時期 備考

【さつまいも収穫体験とスイーツづくり】
市⺠の方を対象にさつまいもの収穫体験
と、さつまいもを活用したスイーツづくり
等の体験イベントを実施 

⿊川東地区観光
農園、セレサモ

ス 

主催：麻⽣区役所 
協⼒：地元農業者 
   セレサモス 
対象：市内在住の⼥性 
 

Ｈ27 年 
10 ⽉ 17 日  

昔ながらの炭焼き体験や炭の今後の活用の
可能性等をテーマとしたシンポジウムを、
農家・大学・企業連携も⾒据えて実施 
 

・明治大学⿊川農
場 
・⿊川広町特別緑
地保全地区 

主催：企業、明治大学 
協⼒：地元農業者 
対象：地元農業者、 
   地元住⺠等 

Ｈ28 年度   

【地場産スイーツレシピづくりの実施】 
地元フルーツの活用、店舗協⼒等の充実を
図り、菜種油を活用したスイーツづくり（シ
ュークリーム、チーズケーキ）及び販売を
実施 

販売：⿊川農場
主催：明治大学教員と学⽣、地
元農業者、かえるプロジェクト
（市⺠団体）、地元店舗 
協⼒：麻⽣区役所 

Ｈ27 年 
11 ⽉ 7 日
（収穫祭）

  

【⾥⼭アート制作と展示】 
地区内の農と⾥⼭環境を活かした⾥⼭アー
ト展⽰を試⾏的に実施 
・アーティストによる作品展⽰ 
・⼩学⽣とのワークショップ型作品づくり

⿊川地域 

主催：和光大学 
制作：和光大学教員と学⽣、地
元⼩学⽣ 
協⼒：地元農業者、明治大学、
⼩⽥急電鉄 
事務局：麻⽣区役所

Ｈ27 年 
10 ⽉〜 
11 ⽉ 

  

【⾥⼭アートをめぐる散策ツアー】 
展⽰された⾥⼭アートをより楽しむための
解説付き散策ツアーを実施。 

⿊川地域 
主催：和光大学、麻⽣区役所 
協⼒：明治大学 
対象：市⺠等 
事務局：麻⽣区役所 

Ｈ27 年 
11 ⽉ 7 日
（収穫祭）

  

⿊川地域の広町特別緑地保全地区の⽵を活
用し、地元⼩学⽣とともに、⽵あんどんづ
くりを実施 
将来的に地域のお祭りやイベント利用も想
定 

・⿊川広町特別 
 緑地保全地区 
・農業用管理倉庫

主催：地元農業者、 
     川崎市みどりの協働推進
課 
協⼒：明治大学 
対象：地元⼩学⽣ 

Ｈ27 年 
11 ⽉ 7 日
（収穫祭）

  

⾥⼭での保全活動体験（草刈りや⽵伐りな
ど）を⾏い、⾥⼭の保全活動の担い⼿づく
りにつなげるイベントを検討 

⿊川丸⼭特別緑
地保全地区 

主催：地元農業者、 
     川崎市みどりの協働推進
課 
協⼒：地元農業者、明治大学 
対象：地元住⺠ 

Ｈ28 年 
3 ⽉ 5 日   

地１、地２と連携・協⼒ ― ― 10 ⽉〜 
11 ⽉   

地６と連携・協⼒ ― ― 10 ⽉〜 
11 ⽉   

・講演会 
・⿊川農場アグリサイエンスアカデミー 
 （市⺠講座）の紹介 
・⿊川農場ガイドツアー 
・畑での体験収穫 
・農産物販売 
・昭和音楽大学卒業⽣によるミニコンサー
ト 等 

明治大学 
⿊川農場 

主催：明治大学⿊川農場 
協⼒：川崎市、⿊川町内会、JA ｾ
ﾚｻ川崎、かわさき地産地消推進協
議会、東京ペレット（有）東京木
質資源活用センター、（株）ルー
トレック・ネットワークス、三菱
樹脂アグリドリーム（株）、
Garden Restaurant AZUMA、昭
和音楽大学、麻⽣区役所、明治大
学農学部 

Ｈ27 年 
11 ⽉ 7 日   
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６．平成 27 年度取り組み事項 

 

  地域活性化検討専門部会の取り組み事項 

平成 27 年度版 
地-１ サインの検討・試⾏ 

地-２ 散策マップの検討・試⾏ 

地-３ 取り組み紹介とイベントＰＲ 

地-４ グリーンツーリズム 

 -1 トマト＆ブルーベリー収穫体験 

 -2 さつまいも収穫体験とスイーツづくり 

地-５ <菜の花プロジェクト>スイーツレシピづくりの実施 

地-６ ⾥地⾥⼭の新たな魅⼒づくり 

 -1 ⾥⼭アート制作と展⽰ 

 -２ワークショップ型作品づくり 

 -３⾥⼭アート散策ツアー 
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地-１ サインの検討・試⾏ 
計 画 

 

概要・目的 

概要 
・散策等の適切な誘導、地域の紹介、マナーアップなども含めたサイン

の検討・試⾏の取り組み 
・今年度は⾥⼭アートと連携して、散策誘導を試⾏的に実施 
目的 
【散策環境の向上】来訪者が快適に散策できたり、目的地へ円滑にたどり

つける環境を確保すること 
【マナーアップ】ゴミのポイ捨てや農地の無断⽴ち⼊りなど注意喚起をし

て、来訪者のマナー向上を促すこと 
【地場材の活用】⿊川地域の⽵や樹木などの利活用を促す。 

実施体制、対象者等 

主 催：和光大学（制 作：和光大学教員と学⽣） 
協 ⼒：地元農業者、⼩⽥急電鉄、セレサモス、⿊川営農団地管理組合（農

業用倉庫） 
事務局：麻⽣区役所 
対象者：⿊川地域の来訪者

実
施
内
容 

実施予定日 平成 27 年 10 ⽉ 31 日（土）〜平成 27 年 11 ⽉ 7 日（土） 

実施場所 
⿊川駅から明治大学⿊川農場への誘導 
＜⿊川駅〜汁守神社〜セレサモス〜農業用倉庫〜広町緑地〜明治大学⿊
川農場＞ 

周知・ＰＲ 散策マップの配布（⿊川駅、セレサモス、町会回覧等）  

内容 

①総合案内サイン 
・⿊川駅から明治大学⿊川農場までの全体マップ 

②誘導サイン 

・散策ルートの誘導のためのサイン 

③位置サイン 

・⾥⼭アートの紹介サイン 

予算等  サイン制作費  

その他  －  
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地-1 サインの検討・試⾏ 

 

実施・評価 
 

実
施
概
要 

実施日 平成 27 年 10 ⽉ 31 日（土）〜平成 27 年 11 ⽉ 7 日（土） 

実施場所 ⼩⽥急多摩線⿊川駅から明治大学⿊川農場周辺 

参加者数 ― 

実施状況 
（写真等） 

サインの設置位置と記載事項等 
（１）総合案内（⿊川駅前） 
 
 
 
 
 
 
 
（２）誘導サイン（⿊川駅前〜明治大学⿊川農場周辺） 
 
 
 
 
 
 
 
（３）⾥⼭アート作品の紹介（⿊川駅前〜明治大学⿊川農場周辺） 
 
 
 
 
 
 
 

主催者や参加者の声 
（主な意⾒、感想） 

①制作者（和光大学学⽣等）の声 
・デザインがよく好評だった。 
・注意看板については、もう少し文字が大きくてもよかった。 

 

評価と今後の進め⽅
等（専門部会での検
討事項） 

 

その他  

 

作品解説 注意喚起：農地への⽴ち⼊り禁⽌ 
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地-２ 散策マップの検討・試⾏ 

計 画 
 

概要・目的 

概要 
・地区内の散策マップや散策ルート等のあり方を検討 
・今年度は⾥⼭アート制作と連携して、散策誘導の試⾏と⾥⼭アート紹介

を兼ねた暫定散策マップを配布 
目的 
【散策環境の向上】来訪者が快適に散策できたり、目的地へ円滑にたどり

つける環境を確保すること 
【マナーアップ】農地への無断⽴ち⼊りなど、注意喚起をして、来訪者の

マナー向上を促すこと 
【情報発信の推進】農と環境のまちづくりのＰＲや各種取り組み（⾥⼭ア

ート等）の認知促進 

実施体制、対象者等 

主 催：和光大学 
制 作：和光大学教員と学⽣ 
協 ⼒：地元農業者、明治大学、⼩⽥急電鉄、セレサモス 
事務局：麻⽣区役所 
対象者：⿊川地域の来訪者

実
施
内
容 

実施予定日 平成 27 年 10 ⽉ 31 日（土）〜平成 27 年 11 ⽉ 7 日（土） 

実施場所 
⿊川駅から明治大学⿊川農場への誘導 
＜⿊川駅〜汁守神社〜セレサモス〜農業用倉庫〜広町緑地〜明治大学⿊
川農場＞ 

周知・ＰＲ ⿊川駅、明治大学⿊川農場、農業用倉庫前、セレサモス等で配布 

内容 

・今年度は、⿊川地域での推奨する散策ルート等の検討を⾏っていないた

め設置する期間を限定し、「農と環境を活かしたまちづくり」の取り組

みの PR や⾥⼭アートの設置場所の紹介なども併せて、暫定版の散策マ

ップを配布する。 

予算等  散策マップ制作費、印刷費  

その他  －  
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実施・評価 
 

実
施
概
要 

配布期間 平成 27 年 10 ⽉中旬〜平成 27 年 11 ⽉ 7 日（土） 
配布場所 ⼩⽥急線⿊川駅、セレサモス、明治大学⿊川農場、麻⽣区役所 
印刷部数 約 2,000 部 

実施状況 
（写真等） 

◆散策マップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆配布用パンフレット（Ａ３両面２つ折り） 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催者や参加者の声 
（主な意⾒、感想） 

①制作者（和光大学学⽣等）の声 
・会期が当初の日程より１週間程度早まったため、パンフレット類の制

作時間や準備期間が短かくなり、余裕がなかった。 
②来訪者等の声 
・おしゃれなデザインだが、ややわかりにくい（地元農業者） 
③事務局 
・駅前及びセレサモスで設置したパンフレット（散策マップ）はすぐに

なくなり、補充を⾏った。
評価と今後の進め⽅
等（専門部会での検
討事項） 

 

その他  

（表面） （中面） （裏面）
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地-３ 取り組み紹介とイベントＰＲ 

 
計 画 

 

概要・目的 

概要 
・農と環境のまちづくりの取り組みを積極的にＰＲするため、コンテン

ツやＰＲ媒体の充実 
・ホームページの更新充実、収穫祭時での紹介パネルの作成、各種取り

組みでのアンケートを実施 
目的 
【取り組みのＰＲ・情報発信】 

「農と環境を活かしたまちづくり」に関連した取り組みの PR や明
治大学・川崎市 ⿊川地域連携協議会、各専門部会の審議内容など
の情報を発信し、市⺠に周知する。 

【担い⼿づくり】 
「農と環境を活かしたまちづくり」の取り組みやイベント等の参加
募集、実施後の活動報告などを⾏い、取り組みに賛同し、活動に協
⼒してくれる担い⼿づくりにつなげる。

実施体制、対象者等 担当：麻⽣区役所 
アンケート対象者：収穫祭来場者 

実
施
内
容 

実施予定日 収穫祭でのパネル展⽰：平成 27 年 11 ⽉ 7 日（土） 
ホームページ：随時更新

実施場所 パネル展⽰：明治大学⿊川農場 本館１階会議室 

周知・ＰＲ 麻⽣区ホームページ（インターネット） 

内容 

①取り組みの紹介とＰＲ 
「農と環境を活かしたまちづくり」に関連した取り組みの PR や明治
大学・川崎市 ⿊川地域連携協議会、各専門部会の審議内容などの情
報を発信し、市⺠に周知する。 

②イベントの参加募集と活動報告 
「農と環境を活かしたまちづくり」に関連したイベント等の参加募集、
実施後の活動報告などを⾏う。 

③イベントの参加募集と活動報告 
来場者に向け、農産物等研究専門部会と環境を活かしたまちづくりに
関するアンケート調査を⾏う

予算等 アンケート印刷費、パネル印刷費、アンケート回答者へのノベルティ代

その他  －  
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実施・評価 
 

実
施
概
要 

実施日時 
収穫祭でのパネル展⽰：平成 27 年 11 ⽉ 7 日（土） 
ホームページ：随時更新

実施場所 パネル展⽰：明治大学⿊川農場 本館１階会議室 

参加者数 収穫祭でのパネル展⽰の来場者数：340 名 

実施状況 
（写真等） 

◆明治大学⿊川農場収穫祭でのパネル展⽰ 
（１）パネル一覧（全７枚） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ホームページ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催者や参加者の声
（主な意⾒、感想）  

評価と今後の進め⽅
等（専門部会での検
討事項） 

 

その他  

01_イントロ 
（はじめの導⼊部分）

02_⿊川地域の写真 03_基本計画① 04_基本計画② 

05_Ｈ27 年度の
取り組み一覧

06_⾥地⾥⼭チャレン
ジウィークの取り組み

07_⾥⼭アート制作・展⽰
（サトヤマ アート サンポ）

ホーム画面 

イベント・ボランティア スイーツレシピプロジェクト
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地-４-1 ＜グリーンツーリズム＞ 
トマト＆ブルーベリー収穫体験の実施 

 
計 画 

 

概要・目的 

概要 
・市⺠⼥性モニターを募集し、トマトとブルーベリーの収穫体験と、とり

たてを食べる食農体験イベントを実施 
目的 
【農体験のＰＲ】⿊川産の野菜や果物のＰＲ。参加者に農業を楽しみ、興

味関⼼を深めてもらい、⿊川や農業を⾝近に感じてもら
うきっかけとする。  

【参加者以外への PR】報道（メディあさお）に取り上げてもらうことに
より、参加者以外へも幅広い麻⽣区の農業についての周
知を図る。  

【ニーズ調査】市⺠⼥性モニターを募集し、⼥性の視点から農業について
のニーズや活性化のための意⾒をいただき、今後の取り
組みの参考にする。

実施体制、対象者等 

主催：麻⽣区役所 
協⼒：明治大学⿊川農場、セレサモス、川崎市農業振興センター農地課 
対象者：川崎市在住・在学の 20 代〜４０代の⼥性（モニターとして、当

日及び後日送付のアンケートにご回答いただける方）

実
施
内
容 

実施予定日 平成 27 年 8 ⽉ 1 日（土） 9：50〜13：00 ⿊川駅南⼝集合 

実施場所 
・ブルーベリー収穫体験：川崎市が借りているブルーベリー畑 
・トマトの収穫体験＆農場⾒学：明治大学⿊川農場 
・アンケート調査＆意⾒交換等：明治大学⿊川農場 

周知・ＰＲ 

・麻⽣区ホームページ内での告知※  
・タウンニュース掲載※  
・チラシの配布 
（イオン掲⽰板、食品衛⽣協会経由飲食店舗掲⽰※、 
  区役所・市⺠館ラック、町内会掲⽰板）  
※は参加者がイベントを知った媒体

内容 

①収穫体験 
・ブルーベリーの収穫 
・トマトの収穫 
②明治大学⿊川農場の⾒学 
・参加者に明治大学⿊川農場を⾒学してもらう。 
③アンケート調査と意⾒交換 
・秋に実施する収穫体験など、今後の様々な取り組みに対するニーズや改
善点などの意⾒をいただき、今後の取り組みの参考にする。 

予算等 参加費無料 

その他  －  
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実施・評価 
 

実
施
概
要 

実施日時 平成 27 年 8 ⽉ 1 日（土） 10：00〜13：00 

実施場所 
・ブルーベリー収穫体験：川崎市が借りているブルーベリー畑 
・トマトの収穫体験＆農場⾒学：明治大学⿊川農場 
・アンケート調査＆意⾒交換等：明治大学⿊川農場 

参加者数 19 名（申込：23 名、欠席連絡有２名、連絡なし２名） 

実施状況 
（写真等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催者や参加者の声 
（主な意⾒、感想） 

①参加者の声 
・⿊川地域の景⾊に癒された。 
・ブルーベリーは甘くて美味しかった。 
・収穫してその場で試食できるのがよかった。 
・普段⼊れない大学での施設⾒学や収穫体験ができてよかった。 
・明治大学の先⽣のお話がすごく楽しかった。

評価と今後の進め⽅
等（専門部会での検
討事項） 

・広報：参加者半数がタウンニュースを⾒て知ったので、かなり有効な
広報⼿段であることがわかった。広報は効果があるものとないものが
ある。対象ターゲットへの効果的な周知方法を検討する必要がある。 

・今回の参加者は４０代が多かったので、20 30 代の若い世代のデータ
を集めることは課題。  

・歩いている間に話を聞けて、ニーズが調査できた。若い⼥性の農への
関⼼は高い。  

・今後のイベントのお知らせ等、アンケート結果（連絡先等）を有効に
活用していくことが課題。  

・藤原先⽣より、もっと説明時間があってもよい、のこと。 

その他  

 

10：00 ⿊川駅南⼝

10：20 ブルーベリー畑 

11：00 明治大学⿊川農場到着 
     ・農場⾒学 
     ・トマトの収穫体験 
     ・アンケートの記入 
     ・意⾒交換 

13：00 セレサモスにて解散
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地-４-2 ＜グリーンツーリズム＞ 
さつまいも収穫体験とスイーツづくり 

 
計 画 

 

概要・目的 

概要 
・市⺠の方を対象にさつまいもの収穫体験と、さつまいもを活用した 
 スイーツづくり等の体験イベントを実施 
目的 
【農体験のＰＲ】⿊川産の野菜や果物のＰＲ。夏のイベントより、地産食

材の料理教室に関⼼が高かったため、収穫に加え、試食・
スイーツづくりを⾏い、参加者に農業を楽しみ、興味関
⼼を深めてもらい、⿊川や農業を⾝近に感じてもらうき
っかけとする。 

【ニーズ調査】⼥性の視点から秋に実施する収穫体験など、今後の様々な
取り組みに対するニーズや改善点などの意⾒をいただ
き、今後の取り組みの参考にする。 

実施体制、対象者等 

主催：麻⽣区役所 
協⼒：⿊川東地区観光農園、セレサモス 
対象者：川崎市在住・在学の 18 歳以上の⼥性（当日及び後日送付のアン

ケートにご回答いただける方）

実
施
内
容 

実施予定日 平成 27 年 10 ⽉ 17 日（土） 9：30〜13：00 ⿊川駅南⼝集合 

実施場所 ・収穫体験：⿊川東地区観光農園 
・スイーツづくり・試食：セレサモス

周知・ＰＲ 

・麻⽣区ホームページ内での告知 
・チラシの配布 
（イオン掲⽰板、食品衛⽣協会経由飲食店舗掲⽰、区役所・市⺠館ラック、
 町内会掲⽰板）  
参加者がイベントを知った媒体は未調査

内容 

①収穫体験 
・さつまいもの収穫 
（当日収穫したさつまいも 2 株（3〜6 本程度）は参加者が持ち帰る） 
②スイーツづくり 
・スイートポテトづくりとラッピングを⾏う。 
③農産物のレシピ講習会と⿊川地域の旬の味覚の試食 
・セレサモスの食育ソムリエによるレシピの講習会を実施。 
・⿊川地域の旬の味覚の試食を実施。

予算等 参加費：800 円 

その他  －  
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実施・評価 
 

実
施
概
要 

実施日時 平成 27 年 10 ⽉ 17 日（土） 9：30〜13：00 

実施場所 ・収穫体験：⿊川東地区観光農園 
・スイーツづくり・試食：セレサモス

参加者数 8 名（申込：8 名） 

実施状況 
（写真等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催者や参加者の声 
（主な意⾒、感想） 

・柿食べ比べは初めてだったので、面白かった、違いにおどろいた。  
・畑に⾏きいつもと違う体験や、地域の⼈と触れ合えるよい機会だった。 
・⿊川の畑のことなどをもっと聞きたかった。  
・このようなイベントに初めて参加したが、他の参加者とも交流できて

楽しかった。

評価と今後の進め⽅
等（専門部会での検
討事項） 

・セレサモスの会場は、スペースに限りがあり、１２⼈くらいが限界だ
と思う。  

・スイーツづくりは、参加者が交流できて楽しめる。  
・ラッピングは⾒栄えがよく、写真や報告には効果的である。  
・周知期間が⾜りなかったことと、１０⽉は、他の⾏事（地域の運動会

など）やイベントと重なり参加がしにくいようである。  
・落花⽣収穫も含めて、９⽉に開催するとよい。 

その他  

 
 
  

9：30 ⿊川駅北⼝ 集合

10：00  ⿊川東地区観光農園 到着 
・さつまいも収穫体験

11：00  セレサモス 到着 
スイートポテトづくり  
（調理・ラッピング） 

12：00 地産食材のレシピ講習会 
（講師：食育ソムリエ） 

12：40 アンケート記入等 

13：00 セレサモスにて解散
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地-５ <菜の花プロジェクト>スイーツレシピづくりの実施 

 
計 画 

 

概要・目的 

菜の花プロジェクトの概要 
・菜の花プロジェクトは、「農」「地域交流」「循環型資源」を念頭にモ

デル的な取り組みの 1 つとして、菜の花を栽培し、その油の利用と、
廃油の資源化によるバイオマス資源の地域循環を目指している。 

・平成 26 年 10 ⽉に、明治大学⿊川農場の果樹園の一部（約 2a）にナ
タネを播種し、平成 27 年 6 ⽉頃に種取りをして菜種油を製造した。 

スイーツレシピづくりの概要 
・菜の花プロジェクトで製造した菜種油と⿊川産の農産物を活用したス

イーツ（シュークリーム、チーズケーキ）をつくり、明治大学⿊川農
場収穫祭で販売を実施。 

菜の花プロジェクト及びスイーツレシピづくりの目的 
・休耕地の活用や⾥⼭景観の魅⼒向上のため 
・地元農産物の活用した加工品開発 
・⾥地⾥⼭を活用して循環の仕組みを考えていくため 

実施体制、対象者等 
主催：明治大学⿊川農場、明治大学農学部食料環境政策学科本所研究室、

地元農業者、地元店舗、かえるプロジェクト（市⺠団体）等 
協⼒：麻⽣区役所

実
施
内
容 

実施予定日 平成 27 年 11 ⽉７日 収穫祭時 

実施場所 明治大学⿊川農場、古沢、早野 

周知・ＰＲ 収穫祭チラシ、市政だより、町内会回覧等 

内容 

①地元店舗と協⼒した地元農産物を活用したスイーツづくり 
・ほうれん草シュークリーム 
・チーズケーキ 
・全粒粉クッキー 
②オリジナルスイーツの販売 
③環境フォーラム：「菜の花でつながる ひと と まち」 

予算等  －  

その他 

〈③環境フォーラム「菜の花でつながる ひと と まち」の詳細〉 
日時：平成 28 年 2 ⽉ 20 日（土）14 時〜16 時（13 時半開場） 
場所：市⺠交流館やまゆり （麻⽣区上麻⽣ 1－11－5） 
主催：かわさきかえるプロジェクト（市⺠団体） 
内容：講演 藤井絢子 氏 
   （NPO 法⼈菜の花プロジェクトネットワーク代表） 

※菜の花プロジェクトに取り組んだきっかけや、取り組みを通してま
ちがどのように変化したのか。その他、麻⽣区の菜の花プロジェク
トの活動報告等
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実施・評価 
 

実
施
概
要 

実施日時 
菜種の播種：平成 26 年 10 ⽉ 
菜種の種取：平成 27 年 6 ⽉ 
スイーツの販売：平成 27 年 11 ⽉７日（土） 収穫祭 

実施場所 菜種の栽培、スイーツの販売：明治大学⿊川農場 

参加者数 収穫祭⼊場者数：1,122 ⼈ 

実施状況 
（写真等） 

◆販売したスイーツ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催者や参加者の声 
（主な意⾒、感想） 

・シュークリームとチーズケーキは、明大産の野菜の新たなＰＲ⼿法と
して評価されている。 

・クッキーは新百合ヶ丘のパン屋で一般販売されており、好評なので継
続して販売を⾏う予定。 

評価と今後の進め⽅
等（専門部会での検
討事項） 

・作業する⼈⼿や選別作業場所が⾜りていないため、現状では圃場の拡
大は難しい。計画・指⽰するリーダーを育成すること、選別場所の確
保が課題。 

・搾油所が遠方なため、輸送コストが課題。 

その他  

 

ホウレンソウのシュークリーム

ホウレンソウのチーズケーキ

全粒粉クッキー
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地-６-1 ⾥⼭アート制作と展示 

 
計 画 

 

概要・目的 

概要 
地区内の農と⾥⼭環境を活かした⾥⼭アート展⽰を試⾏的に実施 
・アーティストによる作品展⽰ 
・⼩学⽣とのワークショップ型作品づくり 
 
目的 
【地場材の活用】⿊川地域の⽵等を活用した作品を制作する。 
【地域の魅⼒向上】⿊川地域の⾥⼭にアート作品を展⽰することで、 
         ⿊川地域の景観や⾥⼭の魅⼒の PR につなげる。 

実施体制、対象者等 

主催：和光大学 
制作：和光大学芸術学部の教員と学⽣、卒業⽣、地元⼩学⽣等 
協⼒：地元農業者、明治大学、⼩⽥急電鉄 
事務局：麻⽣区役所

実
施
内
容 

実施予定日 ・ワークショップ：平成 27 年 10 ⽉ 31 日（土） 
・作品の展⽰：平成 27 年 10 ⽉ 31 日〜11 ⽉ 7 日 

実施場所 ⿊川駅から明治大学⿊川農場の間 

周知・ＰＲ ・麻⽣区役所ホームページ内での告知 
・チラシの配布 等

内容 

①和光大学芸術学部卒業⽣の作品 4 点 
②和光大学芸術学部の学⽣の作品 3 点 
③地元⼩学⽣とのワークショップ作品（⽵のドーム） 2 点 

                  合計 9 点

予算等 製作費 

その他  －  
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実施・評価 
 

実
施
概
要 

実施日時 平成 27 年 10 ⽉ 31 日（土）〜平成 27 年 11 ⽉ 7 日（土） 

実施場所 ⼩⽥急多摩線⿊川駅から明治大学⿊川農場まで 

参加者数  －  
実施状況 

（写真等） 
※作品については次ページ参照 

主催者や 
参加者の声 

（主な意⾒、 
感想） 

①製作者の声 
●設置場所 

・駅前にも作品をおいて PR できるとよい。 
・範囲は広げてもよいが、ある程度まとまりのある範囲が良い。 
・緑地内に整備した散策路なども活用して、散策路の認知度も高めたい。
・広町⽵林のような作品を設置できる場所がもう少し多いと良い。 

●期間・スケジュール 
・春先から構想し、開催 1 ヶ⽉前から現地が使用できると余裕が持てる。

（農地は稲刈り後、緑地であれば 2-3 ヶ⽉前から可能） 
・土日を 2 回いれた 9~10 日間の日程としたい。 
・広町緑地は蚊が多いので、アート展⽰の季節は秋や冬などが良い。 

●道具 
・⽵のこぎりなどの道具は、和光大学や川崎市が提供できるものがあるの

で、連携できると良い。 
・日が暮れるのが早い季節だったため、夜間も作業できるように照明がほ

しかった。 
●その他・PR 

・継続的な実施に向けた体制やサポート方法などの検討が必要。 
・来場者のための案内拠点があると良い。 
・アートサンポやその他関連イベントのチラシのデザインを統一させるな

ど、ブランディングする必要がある。 
・広報が不⾜。駅にポスター掲⽰などできると良い。 
・収穫祭との連携をもう少しできるとよい。 

②観覧者の声 
・「ながれ」の作品は⽵林の中で光と影を利用し、とても美しかった。 
・もっと作品が大きい方が良いと思う。 
・⾒るだけでなく、実際に体験できたり、もっと近くで触れられたらいいな

と思った。 
・「波紋の作品」は土地の角地に参画に配置されていて美しかった。 
・「音径」の作品では風の道を感じることができた。

評価と今後の 
進め⽅等 
（専門部会での 
検討事項） 

 

その他  
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⾥⼭アート作品 全８種類（①〜④）  

 
 
  

作品名 波紋（はもん） 
作家名 野呂 あかね 
画 歴 

2010 年 和光大学芸術学科卒業 
2011 年「近くて遠い場所」⼆⼈展(art space kimuraASK?), 
2013 年 個展「In the Rain」(トキ・アートスペース) 出品。 

作品ジャンル インスタレーション(陶,⾦粉 他） 
作品について 

ひとひらの葉が、静寂な水面へと、ひらりひらり落ちてゆき、波が形を紡ぐ風景。水源地でもあ
り、水⼒発電所もある⿊川の地に、水が地中から湧出するときのかたちである波紋を再現する。

展示場所 農地 

作品名 のこされたもの 
作家名 斎藤英理 
画 歴 

2015 年 和光大学芸術学科卒業 
2014 年「BREATH<ART」(和光大学), 
    「Purple People」(⼈形町 Vision’s) 
2016 年 1 ⽉ 25~30 日 art space kimura ASK?にて個展予定。 

作品ジャンル 映像インスタレーション(炭,モニター他) 
作品について 

およそ 200 年続いた伝統産業であり、特産品であった当時の上等な⿊川炭を今では⾒ることは
できないが、作家⾃⾝が炭を焼く過程を⾝を以て体験することで断片的ではあるが回想する空間
を再現した実験的なインスタレーション作品。その土地が持つ記憶に少しでも触れることができ
たら良いと思う。 

展示場所 農地 

作品名 Tide（タイド） 
作家名 星⽥ 大輔 
画 歴 

2010 年 和光大学芸術学科卒業 
2015 年「中之条ビエンナーレ」, 
2013 年「これっきりエンナーレ」(東京)出品。  

作品ジャンル インスタレーション(光源装置 他) 
作品について 

ただそこにあるだけの海から、⼈はあらゆるものを感得してきた。⻑い年⽉をかけ続けられてき
た営みは、まるで海と対峙したときのような⼼持ちを、向かい合った者に与える。今回、農業用
の倉庫に潮汐を持ち込んだ。ここで時が経つのをみて過ごせば、新たに満たされるものもあるだ
ろうし、引いてゆくものもあるだろう。 

展示場所 農業用管理倉庫内 

１ 

２ 

作品名 粧（めかし） 
制作者 和光大学芸術学科ヴィジュアルアートゼミナール 
作品ジャンル インスタレーション(セロハン,アルミホイル,ビー玉) 
作品について 

収穫が終わり、秋が深まった状態の⽥圃に、3 ㎡程度の面積で透明
なビー玉を設置し、太陽の光が反射する耀きをあたえる作品。 

展示場所 農地

３ 

4 
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⾥⼭アート作品 全８種類（⑤〜⑧） 

 
 
 

作品名 音径（おとみち） 
制作者 和光大学芸術学科ヴィジュアルアートゼミナール 
作品ジャンル インスタレーション(⽵) 
作品について 

風が吹いた時にのみ、さほど大きくない⽵の音が鳴る⽵風鈴。 

展示場所 農地 

５ 

作品名 竹 1000 年 翁ハウス 
作家名 ⼭本 彩也香 
作品ジャンル ⽴体(粘土,⽵,LED)  
作品について 

広町緑地のなかを流れる⼩川のほとりに翁の⼩屋をイメージし
た模型の⼩屋を設置。 

展示場所 ⿊川広町緑の保全地域 

６ 

作品名 ながれ 
作家名 鈴木 秀明,鈴木 雅子 
作品ジャンル インスタレーション (染⾊,木綿)  
作品について 

広町緑地の中の⽵と⽵の間に、藍でグラデーションに染めた細
⻑い形状の布を数枚張めぐらせた作品。 

展示場所 ⿊川広町緑の保全地域 

７ 

作品名 ドームの秘密基地 
制作者 ⿊川・はるひ野の子どもたち 
（制作指導 安⽥ 早苗、詫摩 昭⼈） 
作品ジャンル ⽴体 (⽵,リボン 他)  
作品について 

10 ⽉ 31 日（土）に開催したワークショップで、参加者の子供
たちが⿊川農場に提供してもらった篠⽵を組み合わせて、直径
２ｍの⽵の秘密基地ドームを制作し、リボンやテープなどで飾
りつけを⾏った作品。 

展示場所 セレサモス横の広場、⿊川広町緑の保全地域 
 

８ 
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地-６-2 ワークショップ型作品づくり 

計 画 
 

概要・目的 

概要 
・地域にある材料（篠⽵）を使って、ドームづくりの体験型のワークショ

ップを⾏う。 
 
目的 
・工作作業を通じて、地域の⾃然環境を理解し、子供同⼠の交流を深める。

また、作品を展⽰することにより、⿊川農場収穫祭の宣伝・集客につな
げる。 

実施体制、対象者等 

主 催：和光大学 
制 作：地元⼩学⽣等 
（指導：和光大学学⽣・卒業⽣） 
協 ⼒：明治大学⿊川農場、セレサモス、川崎市 
事務局：麻⽣区役所 

実
施
内
容 

実施予定日 平成 27 年 10 ⽉ 31 日（土） 

実施場所 
制作場所：農業用管理倉庫前 
設置場所：セレサモス横の広場 
     ⿊川広町緑の保全地域 

周知・ＰＲ ・麻⽣区役所ホームページ内での告知 
・チラシの配布 等 

内容 

 
【事前準備】 
・明治大学⿊川農場の協⼒のもと、スタッフが篠⽵を採取 
 
【ワークショップ当日】 
１）⽵のドームづくり 
 ①⼈数に応じて５〜10 ⼈のグループに分かれ、⽵で五角形をつくる。
 ②ヒモで五角形同⼠を三角形になるように組み⽴てる 
 ③寒冷紗など⾬に強く通気性の良い布などで飾りつけをする。 
２）作品の設置・記念撮影 

予算等 ワークショップ参加費無料 

その他  －  
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実施・評価 
 

実
施
概
要 

実施日時 平成 27 年 10 ⽉ 31 日（土）〜平成 27 年 11 ⽉ 7 日（土） 

実施場所 ⼩⽥急多摩線⿊川駅から明治大学⿊川農場まで 

参加者数 ⼩学⽣ 12 ⼈、保護者 9 ⼈  

実施状況 
（写真等） 

１）⽵のドームづくり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）作品の設置・記念撮影 
 
 
 
 
 

主催者や 
参加者の声 

（主な意⾒、 
感想） 

①主催者の声 
・スムーズにいって喜んでいただいてよかった。 
・午後から⼣方にかけての⻑い時間のワークショップであったため、寒さ対

策などが課題だった。 
②ワークショップ参加者の声 
・麻⽣区にいても⾃然に触れさせる機会がなかなかなかったので参加できて

よかった。 
・⾃然豊かなこの土地ならではの企画でよかった。大学⽣もやさしく指導し

てくれて子供も喜んでいた。 
・できあがりが想像できなくてわくわくした。初めての体験で楽しかった。

評価と今後の 
進め⽅等 
（専門部会での 
検討事項） 

 

その他  

①⽵で五角形をつくる ②五角形同⼠を組み合わせる

③⽵の骨組みに布をかぶせる ④ドームの飾り付け 

作品の設置 記念撮影 
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地-６-3 ⾥⼭アート散策ツアー 

 
計 画 

 

概要・目的 

概要 
・展⽰された⾥⼭アートをより楽しむための解説付き散策ツアーを実施 
目的 
【地域の魅⼒をPＲ】来訪者に⿊川地域の農産物を活用した食や⾥⼭の景観な

どの地域の魅⼒を散策しながら体験してもらう。 
【地域交流】地元の方と来訪者との交流を促し、地域の賑わいをつくる。
【担い⼿づくり】⿊川地域の新たなファンづくり、今後の取り組みの担い

⼿づくり 

実施体制、対象者等 

主催：和光大学、麻⽣区役所 
協⼒：明治大学⿊川農場 
対象者：市⺠等 
ガイド（作品解説）：和光大学芸術学科の教員と学⽣） 
事務局：麻⽣区役所

実
施
内
容 

実施予定日 平成 27 年 11 ⽉ 7 日（土） 

実施場所 ⼩⽥急多摩線⿊川駅から明治大学⿊川農場まで 

周知・ＰＲ ・麻⽣区ホームページ内での告知 
・チラシの配布

内容 
ガイドとともに⿊川駅から明治大学⿊川農場までの区間に設置する⾥⼭
アート作品をめぐりながら、収穫祭の⾏われる明治大学⿊川農場を目指す
散策ツアー。 

予算等 参加費無料 

その他  －  
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実施・評価 
 

実
施
概
要 

実施日時 平成 27 年 11 ⽉ 7 日（土）10：00~11：00 

実施場所 ⼩⽥急多摩線⿊川駅から明治大学⿊川農場まで 

参加者数 23 名 

実施状況 
（写真等） 

■当日の流れ 
10：00 ⿊川駅南⼝集合 

        ↓ 
ガイド付き⾥⼭アート散策ツアー 

        ↓ 
11：00 明治大学⿊川農場にて解散 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催者や参加
者の声 

（主な意⾒、感
想） 

①説明者（学⽣等）の声 
・総じて喜んでいただいた印象がある。 
・移動の遅い⼈や、解説後に写真撮影、じっくり鑑賞、作家に質問をしたい⼈

等がいたため、ツアーの工程を 1 時間 30 分に設定した方が良い。 
・作品展⽰場所と⽵あんどんづくりが同じ場所で⾏われたため、ツアーで作品

を鑑賞する際、少し混乱した。 
②参加者の声 
・⾒るだけでなく、実際に体験できたり、もっと近くで触れられたら良いと思

う。 
・ガイドツアーの誘導が良かった。

評価と今後の
進め⽅等（専
門部会での検
討事項） 

 

その他  

黒川駅集合 作品解説の全体風景 移動の様子 

作品解説の全体風景 移動の様子 作家による作品解説

参加募集チラシ
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〈参考１〉秋の集中的な取り組みについて 

（１）秋の集中的な取り組み（⾥地⾥⼭チャレンジウィーク）のＰＲ 

「農と環境を活かしたまちづくり」の一環として、協議会及び各専門部会が、地元の

方や近隣大学、⾏政等と連携して、10/31～11/7 にかけて集中的に取り組みを実施する期

間を「里地里山チャレンジウィーク」と称して、関係者や地域の方々にＰＲしました。 

市民や地元住民に、「農と環境を活かしたまちづくり」への理解を深めていただくと

ともに、各取り組みに対して参加や協力をお願いし、地元の方々と一緒にまちづくりを

進めていくことを目的としています。 
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（２）パネル展示（基本計画と平成 27 年度の取り組みの発表） 
実 施 日：平成 27 年 11 月 7 日（土） 

実施会場：明治大学黒川農場 本館１階 会議室 

来場者数：340 名（アンケート回答者数：103 名） 

実施内容：平成 26 年度の農と環境を活かしたまちづくりの基本計画と、平成 27 年度

の取り組み事項の発表及び成果の報告として、パネル展示等を行った。また、

明治大学の収穫祭に関する意見とともに、農と環境を活かしたまちづくりの

今後の活動に向け市民の皆様のニーズ等を把握するアンケート調査を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会場配置図

アンケート回答者へ

のお土産（野菜） 

 置き場 

柱 

出
入
口 

出
入
口 

窓 

窓 

柱 

本館 
入口

■市民アンケート 

■農と環境を活かしたまちづくり 

 パネル展示 

休憩及び 

アンケート記入用

のスペース 

■麻生区  

 食育パネルの展示 
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会場入口 農と環境活かしたまちづくりのパネル１ 

農と環境活かしたまちづくりのパネル２ 農と環境活かしたまちづくりのパネル３ 

麻生区食育推進パネル１ 麻生区食育推進パネル２ 

会場の様子１ 会場の様子２ 
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（３）アンケートの実施概要及び集計結果 
実施日時：平成２７年 11 月 7 日（土） 

実施会場：明治大学黒川農場 本館１階 会議室 

回答者数：103 名 

内  容：・黒川地域への来訪目的について 

     ・明治大学黒川農場収穫祭について 

     ・平成 27 年度イベント「サトヤマ・アート・サンポ」について 

     ・回答者について 

 

■個人属性に関する事項 

①性別（F1） ................................................................................................................. 34 

②年齢（F2） ................................................................................................................. 34 

③居住地（F3） ............................................................................................................ 35 

④同伴者（F4） ............................................................................................................ 36 

⑤交通手段（F5） ....................................................................................................... 36 

⑥今後のイベントのご案内について（F5） ............................................... 37 

 

■黒川地域への来訪目的 

⑦来訪目的（Q1）....................................................................................................... 37 

 

■明治大学収穫祭について 

⑧収穫祭の認知方法（Q2） .................................................................................. 38 

⑨収穫祭への来訪回数（Q3） ............................................................................. 39 

⑩今年の収穫祭でよかったこと（Q4） ......................................................... 40 

⑪今年の収穫祭の満足度（Q5） ........................................................................ 41 

⑫収穫祭での感想、今後やってほしいこと（Q6） ............................... 43 

 

■平成 27 年度イベント「サトヤマアートサンポ」について 

⑬収穫祭の取り組みで参加した、したい取り組み（Q7） ................ 45 

⑭サトヤマアートサンポの散策や認知方法（Q8） ............................... 46 

⑮散策・鑑賞した日（Q9） .................................................................................. 46 

⑯気に入った作品、よかった作品（Q10） ................................................. 47 

⑰作品点数について（Q11） ............................................................................... 48 

⑱サトヤマ・アート・サンポの感想（Q12）............................................ 48 

⑲サトヤマ・アート・サンポの感想や意見・要望（Q13） ............. 48 
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アンケート結果 

①性別 （Ｆ１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②年齢 （Ｆ２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【参考：Ｈ26 年度のアンケート結果】 

【参考：Ｈ26 年度のアンケート結果】 

●男性が約 27％、女性が約 73％を占める。 

●昨年度に比べて、女性のアンケート回答者が増えた。 

●６０歳以上が約 40％を占め最も多いが、39 歳以下も約 30％を占め、比較的多世代の方

が回答している。 

●昨年度に比べて、39 歳以下や 60 歳以上の方が増えた。 

35.5% 64.5%

男性 女性

全 体 (121)

23.1% 24.8% 14.9% 37.2%

39歳以下 40歳代 50歳代 60歳代以上

全 体 (121)
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③居住地 （Ｆ３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●川崎市内が約 59％と最も多いが、東京都内も約 33％となっており、地理的な条件から、

隣接する市町村からの来場も比較的多く見られた。 

【参考：Ｈ26 年度のアンケート結果】

68.6%

1.7%

27.3%

2.5%

川崎市内 横浜市内 東京都内 その他

全 体 (121)

78.3% 13.3%

2.4%

4.8%

1.2%

麻生区 多摩区 宮前区 高津区 中原区 幸区 川崎区

川崎市内 (83)
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④同伴者 （Ｆ４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤交通手段 （Ｆ５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●家族での来場が約 64％を占め、そのほとんどを占めた。 

●昨年度に比べて「友人と」や「学校関係者と」来場する人が増えた。 

●鉄道駅から距離があるため、自家用車の利用が約 45％を占めた。 

●昨年度に比べて、電車やバスなど公共交通機関を利用して来場する人が増えた。 

【参考：Ｈ26 年度のアンケート結果】

71.1% 14.9%

0.8%

10.7%

2.5%

家族と 友人と 職場の同僚と 学校関係者と ひとりで その他

全 体 (121)

【参考：Ｈ26 年度のアンケート結果】

48.8% 8.1% 19.5% 18.7%

4.9%

自家用車 バス 電車 徒歩 その他

全 体 (121)
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⑥今後のイベント等の開催案内（お知らせ）の配信 （Ｆ６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦来訪目的 （Ｑ１）                                 （シングルアンサー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●明治大学の収穫祭でのアンケートということもあり、全体の約 9 割の方が、 

収穫祭を目的として来訪している。 

●配信しても良いと回答した方が約 21％を占めた。 

91.3%

78.3%

2.9% 4.7%
1.9%

7.0%

1.0%
5.4%

1.0% 2.3% 1.0% 0.8% 1.0% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8%
0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

明
治
大
学
黒
川
農
場
収
穫
祭

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
参
加

セ
レ
サ
モ
ス
（
農
産
物
直
売
所
）で
の
買
い
物

散
策

里
山
活
動
や
農
園
作
業
な
ど
の
地
域
で
の
活
動

た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た

無
回
答

仕
事

食
事(H26

の
み)

そ
の
他

回答人数 割合

明治大学黒川農場収穫祭 94 91.3%

セレサモス（農産物直売所）での買い物 2 1.9%

散策 1 1.0%

その他のイベント参加 3 2.9%

里山活動や農園作業などの地域での活動 1 1.0%

仕事 0 0.0%

たまたま通りかかった 1 1.0%

その他 0 0.0%

無回答 1 1.0%

103 100.0%

来訪目的

回答数 　

回答人数 割合

明治大学黒川農場収穫祭 101 83.5%

セレサモス（農産物直売所）での買い物 9 7.4%

散策 7 5.8%

その他のイベント参加 6 5.0%

里山活動や農園作業などの地域での活動 3 2.5%

仕事 1 0.8%

たまたま通りかかった 1 0.8%

その他 1 0.8%

食事 0 0.0%

129

121

来訪目的

回答数 　

回答人数 　

【Ｈ27 年度】 【参考：Ｈ26 年度】 

Ｈ27 年度 

Ｈ26 年度 
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⑧収穫祭の認知方法 （Ｑ２）                          （シングルアンサー） 

 

 

 

 

 

 

  

●昨年度多かった「パフレットやチラシ」を見てきた方が減り、今年度は、「知人等の紹介」

１番多かった。 

25.2%
22.3%

14.6%
10.0% 12.6%

31.5%

12.6%
19.2%

3.9% 3.8% 2.9% 3.8% 1.0%
5.4%

0.0% 0.8%

27.2%

3.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

知
人
等
の
紹
介

昨
年
も
来
た
か
ら

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ

市
政
だ
よ
り

ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
て
知
っ
た

各
種
新
聞(

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
等)

雑
誌

そ
の
他

回答人数 割合

パンフレットやチラシ 13 12.6%

知人等の紹介 26 25.2%

市政だより 13 12.6%

昨年も来たから 15 14.6%

各種新聞(タウンニュース等) 1 1.0%

ｗｅｂサイト 4 3.9%

たまたま通りかかって知った 3 2.9%

その他 28 27.2%

103 100.0%回答数 　

何で知りましたか 回答人数 割合

パンフレットやチラシ 41 33.9%

知人等の紹介 29 24.0%

市民便り 25 20.7%

昨年も来たから 13 10.7%

各種新聞 7 5.8%

テレビ・ラジオ・ｗｅｂ 5 4.1%

たまたま通りかかって知った 5 4.1%

その他 4 3.3%

雑誌 1 0.8%

130

121回答人数 　

何で知りましたか

回答数 　

【Ｈ27 年度】 【参考：Ｈ26 年度】 

Ｈ27 年度 

Ｈ26 年度 

【その他の回答理由】（Ｈ27 年度） 

・農場前やセレサモスに貼ってあるポスターを見た（7件）

・明治大学の学生（ゼミ生）だから知っていた（5件） 

・子どもや孫が明治大学の学生だから知っていた（5件）

・他のイベントで農場に来た時に知った（4件） 

・出店者のため（3件） 

・講座の案内（2件） 

・農場の入口で教えてもらった（2件）    など 
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⑨収穫祭への来訪回数 （Ｑ３）                         （シングルアンサー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●初めての参加が 6 割を占め最も多いが、昨年度に比べて、「２回」や「３回」と回答され

た方が増え、少しずつリピーターが増えている。 

はじめて

89 人
73%

２回

19 人
16%

３回

12 人
10%

無回答

1 人
1%

回答人数 割合

はじめて 89 73.6%

２回 19 15.7%

３回 12 9.9%

無回答 1 0.8%

121

参加回数

回答数　

回答人数 割合

はじめて 64 62.1%

２回 21 20.4%

３回 17 16.5%

無回答 1 1.0%

103 100.0%

参加回数

回答数　

【Ｈ27 年度】 【参考：Ｈ26 年度】 
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⑩今年の収穫祭でよかったこと （Ｑ４）                           （マルチアンサー） 

 

 

 

 

 

 

  

●今年度は、「畑での収穫体験」がよかったと回答した人が増えた。 

●「身近なリサイクル生ごみ堆肥で作物栽培」や「養液栽培（水耕栽培）を楽しむ（市民講

座）の紹介」がよかったと回答する男性が多く、男女で差が出た。 

【Ｈ27 年度】 

黒
川
野
菜
を
使
っ

た
豚
汁
の
配
布

自
然
生
態
園
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

学
生
に
よ
る
模
擬
店

農
産
物
や
加
工
品
の
展
示
即
売
会

畑
で
の
収
穫
体
験

か
わ
さ
き
ハ
ー

ブ
カ
フ
ェ

ｰ

・
販
売
、

ハ
ー

ブ
ク
ラ
フ
ト
作
り
体
験

昭
和
音
大
卒
業
生
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト

生
産
研
究
エ
リ
ア
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

産
学
共
同
研
究
紹
介

麻
生
産
菜
種
油
と
野
菜
を
使
用
し
た

ス
イ
ー

ツ
試
食
会

農
と
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
紹
介

か
き
ま
る
く
ん
の
禅
寺
丸
柿
の

8
0
0
周
年
Ｐ
Ｒ

講
演
や
講
座
等

参
加
型
黒
川
情
報
の
マ
ッ

プ
づ
く
り

そ
の
他

無
回
答

特
に
な
し
、

よ
く
わ
か
ら
な
い

全体（353） 13.3% 11.6% 10.5% 9.6% 7.9% 7.6% 7.4% 7.1% 6.2% 5.4% 4.0% 3.7% 3.4% 1.1% 0.8% 0.3% 0.0%

男性（121） 10.7% 14.0% 7.4% 7.4% 8.3% 9.1% 6.6% 7.4% 5.8% 4.1% 6.6% 5.0% 4.1% 1.7% 0.8% 0.8% 0.0%

女性（232） 14.7% 10.3% 12.1% 10.8% 7.8% 6.9% 7.8% 6.9% 6.5% 6.0% 2.6% 3.0% 3.0% 0.9% 0.9% 0.0% 0.0%

13.3%

11.6%

10.5%

9.6%

7.9% 7.6% 7.4%
7.1%

6.2%

5.4%

4.0% 3.7%
3.4%

1.1% 0.8%
0.3% 0.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

全体（353）

男性（121）

女性（232）

【参考：Ｈ26 年度のアンケート結果】
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⑪今年の収穫祭の満足度 （Ｑ５）                        （シングルアンサー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●全体としては、「大変満足」と「ほぼ満足」を合わせると 9 割弱を占め、満足度の高いイ

ベントであったことが伺える。 

●男女別に見た場合は、男性が「大変満足」と回答した方が 5 割を占め、満足度が高かった

ことが伺える。 

●全体的に、昨年度と比較すると、「大変満足」と回答した人が増加した。 

大
変
満
足

ほ
ぼ
満
足

ど
ち
ら
で
も
な
い

や
や
不
満

不
満

無
回
答

全体 103 44.7% 51.5% 1.0% 1.0% 0.0% 1.9%

男性 28 50.0% 46.4% 0.0% 0.0% 0.0% 3.6%

39歳以下 6 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

40歳代 6 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

50歳代 3 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

60歳代以上 13 30.8% 61.5% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7%

女性 75 42.7% 53.3% 1.3% 1.3% 0.0% 1.3%

39歳以下 25 52.0% 48.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

40歳代 12 58.3% 41.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

50歳代 8 37.5% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5%

60歳代以上 30 30.0% 63.3% 3.3% 3.3% 0.0% 0.0%

※無回答は集計から除く。 
※全体集計と比較して、10 ポイント以上高い場合赤い塗り、低い場合は青い塗りとしている。 
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※無回答は集計から除く。 
※全体集計と比較して、10 ポイント以上高い場合赤い塗り、低い場合は青い塗りとしている。 

大
変
満
足

ほ
ぼ
満
足

ど
ち
ら
で
も
な
い

や
や
不
満

不
満

無
回
答

全体 (121) 33.1% 55.4% 4.1% 6.6% 0.0% 0.8%

男性 (43) 44.2% 53.5% 0.0% 2.3% 0.0% 0.0%

39歳以下 (9) 33.3% 55.6% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0%

40歳代 (7) 71.4% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

50歳代 (8) 37.5% 62.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

60歳代以上 (19) 42.1% 57.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

女性 (78) 26.9% 56.4% 6.4% 9.0% 0.0% 1.3%

39歳以下 (19) 21.1% 57.9% 10.5% 10.5% 0.0% 0.0%

40歳代 (23) 39.1% 47.8% 4.3% 8.7% 0.0% 0.0%

50歳代 (10) 10.0% 80.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0%

60歳代以上 (26) 26.9% 53.8% 3.8% 11.5% 0.0% 3.8%

26.9%

44.2%

33.1%

56.4%

53.5%

55.4%

6.4%

4.1%

9.0%

2.3%

6.6%

1.3%

0.8%

女 性 （78）

男 性 （43）

全 体 (121)

大変満足 ほぼ満足 どちらでもない やや不満 不満 無回答

【参考：Ｈ26 年度のアンケート結果】
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⑫収穫祭での感想、今後やってほしいこと （Ｑ６）               （フリーアンサー） 

 

 

 

 

 

 

 

  

収穫祭に来て良かったことや気になったこと、今後、収穫祭でやってほしいこと 

カテゴリー 具体的意見 

農産物の販売 

（13 件） 

おいしい新鮮な野菜を購入できる。学生が一生懸命説明してくれる。頑張って下さい。 

新鮮な野菜や果物を買えてよかったです。（類似意見 他３件） 

新鮮で安心な作物が安価で購入できました。 

すぐ野菜が売り切れていて残念だった。 

めずらしい野菜の紹介と試食があれば楽しい。 

ミニトマトをさらに多く売ってほしいです。 

野菜が美味そうで、もっと量があるといいなあと思いました。 

間引き菜や赤くなったピーマンなど、美味しいのに農家しか知らない野菜を売ってほしい。

わけあり野菜の販売とかあったら楽しいです。 

初めて来てアートにも触れ、野菜も買えてよかった。 

収穫体験 

（10 件） 

普段できない収穫ができたり、畑に育っている野菜を見れてよかったです。 

畑の野菜収穫体験に参加し、大変楽しく過ごしました。（類似意見 他２件） 

畑での収穫体験を子どもと一緒にできてよかったです。（類似意見 他１件） 

野菜(特に白菜)が大きくてびっくりした。スタッフの方々が楽しそうにやっていてよかった。

立派な作物の収穫ができました。 

事前予約で車で来て、収穫できてよかったです。 

収穫体験でのナスがあまりいいものが無かったので、無い方がいいと思います。他の収穫は、

子供もとても楽しんでいました。 

ピザの販売 

（４件） 

手作りのピザ販売。ピザがおいしかった。（類似意見 他２件） 

ピザ店は混雑していました。 

その他感想 

（６件） 

夏の体験にも参加し、今回伺いました。今日は家族で楽しめました。 

地域の人と学生がふれあえる。農にふれられる。 

初めて来ましたのでびっくり。見て廻るので精一杯でした。 

自然の中に触れて気持ちよかったです。 

水耕栽培の進化を実感しました。 

大学で運営されていて信頼できる。先端の農業技術を知る機会があった。学生さん爽やかさ

が◎ 

講習会・講座等

に対する要望 

ミニ講習会。いろいろやっていただき、興味のあるのを選べたら良い。 

農業の将来、野菜工場等についての研究発表 

専門的に詳しく知りたい人だけの説明会 

野菜の作り方。肥料の作り方などの講座。 

生ごみリサイクル、生ごみと堆肥の実験を見たかった。 

干し柿づくり。大根を使い切る。干し野菜ジュース。 

果樹の剪定講座 

新しい農業技術の紹介 

新しいプログラ

ムに対する要望 

応援団のパフォーマンス 

親子料理教室 

工作をやってほしい。 

去年は自然観察会がありましたが、今年はなかったので、来年は是非再開してほしいです。

1 坪レンタル畑があったらいいな～！ 

花・ハーブの販売(種類を豊富に) 

収穫するという事も考えてはどうか？ 

昨年のおり紙 

スタッフや大学

に対する要望 

午後がさみしいので盛りあがるようなこと 

お土産がもう少し色々(野菜以外で)あったらよかった。 

もう少し模擬店があるといい。花の苗も種類が少ない。 

行列への誘導の配慮 

イベントの時間がわかりやすいとよかった。聞きたかったのに!! 

飲食の要望 

飲み物の販売を増やして欲しい。 

もっといろいろ食べたいです。 

(食事)お昼になるようなものをもっと増やして下さい。毎年楽しみにしています。 

バスの要望 
シャトルバスを若葉台駅からも運行していただければと思います。 

若葉までのバス行がほしいです。 
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収穫祭に来て良かったことや気になったこと、今後、収穫祭でやってほしいこと 

カテゴリー 具体的意見 

収穫体験 

（12 件） 

野菜の収穫ができて楽しかった。（類似意見 他 2 件） 
さつまいもを掘りたかった。（類似意見 他 2 件） 
今度、収穫体験も参加してみたいです。（類似意見 他 1 件） 
収穫体験が終了してしまっていて残念。（類似意見 他 1 件） 
良い環境の中を歩きながら説明もしていただけて良かったです。次は収穫体験をしてみた
いです。 
収穫体験はもっと多くの種類を気軽に参加できる金額でできたら嬉しいと感じた。メニュ
ーを増やして欲しい。 

野菜の販売 

（12 件） 

野菜等の販売量が少なかった。（類似意見 他 5 件） 
お野菜が買いたいと思っていたけど、値段も普通だし、種類も量も少なかった。これだっ
たら帰りにセレサモスで買います。 
野菜売り場が狭いです。 
ハーブ販売など増やして欲しい。 
お花もあったらありがたい。 
野菜バーゲン。 
セレサモスに月数回通い、川崎の野菜を食べています。店内にて明治大学の取り組み（販
売）があり、興味をもっていました。首都圏でのこういう収穫祭は感動です。 

大学施設、農場 

（10 件） 

パッションフルーツ等めずらしい果物を見ることができた。（類似意見 他 2 件） 
ヤムイモは見た事なく、食べ方を広く知らせて欲しい。 
うちでもバナナを育てたけれど枯れちゃって実際の緑色のバナナの実を見られて嬉しかっ
たです。 
野菜づくりの参考になった。 
めずらしい野菜を知った事。 
自然と農業とＩＣ農業を一度に見られることはすばらしいです。 
水耕栽培。 
大学でどんなことをやっているかが分かって良かった。 
景色がいい。 

イベント 

（8 件） 

自然生態園ガイドツアーがとても楽しかった。 
ヤムイモなど珍しい野菜の簡単な実習、プレゼンなど調理教室。 
子供向けのイベント。 
みんなが手軽に参加できる体験もの（クラフト、料理）。 
農家さんによる技術体験、民芸品体験。 
素人でも農業を身近に感じられる企画があり、楽しかったです。 
ミニコンサートが見れたこと。 
どれも行列で待っている間に他の物が売り切れてしまい、もっといろいろ体験等をやりた
かった。 

模擬店 

（8 件） 

食事ができる店を出して欲しい。（類似意見 他２件） 
模擬店での食事の種類、量を増やすとよいと思います。（類似意見 他 2 件） 
まだあまりまわっていないのですが、模擬店の大学いもがとてもおいしかったです。 
模擬店の準備不足。 

試食会、配布 

（７件） 

豚汁の無料配布が良かった。（類似意見 他 1 件） 
豚汁が大変おいしかった。（類似意見 他 1 件） 
豚汁が品切れで残念でした。 
収穫物の試食会とか。 
新鮮野菜がもらえること。 

案内・マップ・ 

サイン・ガイド 

（6 件） 

来たばかりですが、全体ＭＡＰとか何処かで配布しているのでしょうか？ 
案内マップなどあれば、初めての人にはありがたい。 
ガイドを多くして欲しい。 
もう少し広く案内をして欲しい。 
試食や体験の時間や受付がわかりにくかった。 
日経新聞に収穫祭のことが載っていたので初めて来ました。３回目とは知りませんでした。
もう少しＰＲしていただけたら良いと思いました。 

学生 

（３件） 

学生さん達の丁寧な対応に関心。 
若い方々が頑張っていて、頼もしく思いました。 
学生の作った作物の紹介があってもよいかな。 

展示 

（２件） 

もっと様々な生産物の紹介をして欲しい。 
どんな土で、どんな肥料で育てられているか分かったこと。本来持っているおいしさがよ
くわかりました。 

交通・駐車場 もっと駐車場を。 

里山保全・環境 里山保全に注意して欲しい。 

その他 

（3 件） 

地域の方が多数訪問していることに驚きました。 
良かったです。 
２日間開催して欲しいです。 

【参考：Ｈ26 年度のアンケート結果】
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⑬今年度の取り組みで参加したい取り組み （Ｑ７）               （複数回答） 
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全体(回答数) 39 65 19 25 25 30 36 23 262

全体 14.9% 24.8% 7.3% 9.5% 9.5% 11.5% 13.7% 8.8% 100.0%

男性(回答数) 10 14 7 7 8 9 4 9 68

男性 14.7% 20.6% 10.3% 10.3% 11.8% 13.2% 5.9% 13.2% 100.0%

女性(回答数) 29 51 12 18 17 21 32 14 194

女性 14.9% 26.3% 6.2% 9.3% 8.8% 10.8% 16.5% 7.2% 100.0%
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参加イベント 展示イベント 里地里山活動イベント

●全体としては、「各種収穫体験」に参加したいと回答した方が 24.8％でもっとも多かった。

●男女別に見た場合は、「地域の材料を使った工作」と「里山保全活動」で男女の回答が大き

く異なり、女性は工作に興味がある方が多く、男性は里山保全活動などの体を動かす取り

組みに興味があることがわかる。 
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⑭サトヤマアートサンポの散策や認知方法（Ｑ８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮散策・鑑賞した日（複数回答）（Ｑ９） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

●全体の４割強の方が散策していないと回答したが、一方で「鑑賞した」「このあと鑑賞した

い」の回答も約４割を占めており、多様な楽しみのある収穫祭の中で、比較的多くの方に

興味をもっていただいている結果となった。 

 

●約８割強が収穫祭当日の散策・鑑賞となっている。 
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⑯気に入った作品、よかった作品（５つまで）（Ｑ11） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
  

●男性と女性で好みがわかれているのが特徴的であった。 
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⑰作品点数（Ｑ12） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑱サトヤマ・アート・サンポの感想（Ｑ13-1） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑲感想、意見、要望（Ｑ13-2） 

 

 
 
 
 
 
 
 

  

●ちょうどよいという意見が約６割を占めたが、多いと感じた方は０件であった。 

●ほぼ満足という意見が約７割を占めた。 

●見るだけでなく、実際に体験やもっと近くで触れたらいいなと思いました。 

●初めて来たがアートにも触れ、野菜も買えて良かった 

●もっと作品が大きい方がいい。 

●作品のインパクトが足りない。 

●ガイドツアーの誘導が良かった。 

●自然との調和、土地の文化を理解した上でのアートと理解したが、自然では無い四角(粧)(の

こされたもの)は浮いているように感じた。一方、波紋は三角の土地の角地に配置された全

体として三角の配置で、流れは竹林の中で光と影を利用し、とても美しかったと思う。 

●あっと驚くのが少ない。 

●「流れ」の作品が光が差した竹林のなかで美しくとてもよかった。 

●「音径（おとみち）」の作品では、音を通して風の道を感じることができてよかった。 
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〈参考２〉農産物等研究専門部会の取り組み（中間報告） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）－② ⿊川農場アグリサイエンスアカデミー（市⺠講座） 
     への地元農業者の講師派遣 
 

 

 

 

 

 

 

  

実施日：平成 27 年 12 ⽉ 19 日 
場 所：明治大学⿊川農場 
講座の内容 
 ①割り干し大根をもどす 
 ②割り干し、切り干し大根の作り方講義 
 ③割り干し大根の煮物づくり 
 ④ダイコン葉のふりかけづくり 
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３）－① 収穫祭での⿊川産農産物のＰＲ 
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〈参考３〉⾥地⾥⼭保全利活⽤専門部会の取り組み（中間報告） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）⾥⼭の利活⽤（竹⾏燈づくり） 

 ①指導者向けの事前講習会 
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②竹⾏燈づくり 本番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


